








通 報 者 Ms.Dayrasほか7名o
SOSSeXisme(NCO)
が提出○
当 事 国 フランス
通 報 日 2006年 7月 6日
見 解 採 択 日 2009年 8月 4日






がで きないためである と主張 してい る.Ms.
Campo-Trumelほか4名 は,結婚 し子 がある
が,すべての子が父の姓を名乗っており,子 ら
に自らの姓 を継がせたい と考 えてい る｡Ms
Dayrasほか2名は,自らの母の姓 を名乗 りた
い と考 えてい る｡フランスでは,2003年 6月
18日法により改正 された姓に関する2002年 3
月4日 法 (以 下,2003年 改 正 法)が,



























者は議定書 2条にい う権利の侵害の被害者 と
はいえない｡


















定的な市民的地位 を得るとい う子の利益 とを
調整するためである｡
4 委員会の暫定的決定により,本事案は条




性質 を有 してお り,条約 2条,5条に反 してい
る｡また,議定書は留保を認めていないので,










は関係なく,同条の対象 とはならない と主張 し
た｡
委員会の見解
1) 本通報 は,条約 16条 1項 (g)に よ り検
討 されるべきであると考える｡





えられる｡よって,夫 と妻 とい う関係を持た
ず,子 もいないMs.Dayrusほか 1名は,義
定書 2条に定める被害者に相当 しない｡













































(1)Ms.Dayrasほか 1名 :母の姓 を名乗 りた
い とい う主張であると解釈すべきである｡



















ジェンダー平等 を目的 とした ものではない｡
(2008年 1月のフランス報告書審査において,
姓についての法律改正が勧告 されている｡)母
の姓を名乗れないことが権利の侵害であるかど
うかは,個別に判断されるべ きであり,子の有
無にかかわらず,通報者には被害者資格がある
と考えられる｡ しか し,母の姓を名乗ることを
求める通報者は,少なくとも国内救済手続の利
用を試みるべ きである｡
子に自分の姓を名乗らせたい とい う主張につ
いては,被害者資格は認められるが,子が成人
した時点で通報者の被害は終了していると考え
られる｡未成年の子については,民法 61条の
手続がとられていない状況で,当該手続が不当
に遅延 しているか,あるいは効果的な救済がも
たらされる見込みがない と判断することはでき
ない｡
(担当 :近江美保)
